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2006 年 3 月修士論文（概要） 

「定住型児童」の対話と協働学習を通じた「読む力」の育成 

―「イメージ化」を取り入れたピア・リーディングの実践をもとに― 

                                籔本容子 

第１章  問題の所在 

筆者は、早稲田モデルの一環としてＡ小学校の主に「定住型児童」を対象に日本語国際

学級と在籍学級における教育支援を行ってきた。こうした支援や参与観察、在籍学級担任、

日本語国際学級担任、対象児童へのインタビューなどを通して、子ども達の 4 技能（聞く、

話す、読む、書く）の言語能力を正確に把握することに努めてきた。また、在籍学級担任

と日本語国際学級担任、筆者が協力体制をとりながら多面的な視点で、長期的に児童の実

態を把握する学校体制もとられてきた。そこで見えてきた児童の実態として、在籍学級と

日本語国際学級での子ども達の様子が大きく異なっていたことがあげられる。特に認知的

負担の大きい「読み」の活動を伴った授業は、児童の様子に大きな違いが見られた。 

このような現状を踏まえ、「定住型児童」の「読み」を伴う学習におけるつまずきの要因

について検討し、さらに「読む力」を育む支援のあり方について、「イメージ化」と「対話

と協働学習」の視点から提案を行う。 

 

第 2 章 「読む」とは  

本章では、「読む」とは、どういうことなのか。また、今の子ども達に求められる「読む

力」とは、どのようなものなのかについて述べた。さらにこうしたことを踏まえて、実際

に「読む力」を育むためには、どのような視点が重要なのかについて認知的負担の視点と、

ストラテジーの視点から議論した。以下、筆者が捉えた「定住型児童」に育む「読む力」

である。 

今の子ども達に必要な「読む力」とは何か。認知心理学の研究分野では、人がどの

ように読んでいるかという視点に立って長い間研究が行われ、様々な成果が出されて

きた。そうした流れの中で、日本語母語児童生徒を対象とした研究で、高橋(1999)は、

読みの過程を文字や単語の処理のレベル、文の処理のレベル、談話の処理のレベルの

３つに分けて分類した。しかし、ここでの分類は、読者一人が「読む」という行為の

分類にとどまっており、実際に子ども達が学んでいる学校生活の中で求められている

「読み」の学習から考えるとあまりに狭い。児童が多くの時間を過ごす在籍学級では読
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んで理解したことや感じ取ったことを友達と話し合いながら、異なった視点からの「読み」

に気づいたり、友達の意見をもとに再度自分の「読み」を振り返るきっかけとなったりす

る。学校生活の中での読む活動は「読み」を「個人」から「全体」へ、そしてまた「個人」

へと常に友達や教師との関わりの中で学んでおり、他者との関係を抜きにしては考えられ

ないのである。 

国立教育政策研究所（2004）では、経済協力開発機構（OECD）で行われた国際学力調

査「生徒の学習到達度調査」（PISA：Programme for International Student Assessment）

の結果が発表されたが、ここで求められている「読む力」も知識や技能等を実生活の様々

な場面で直面する課題にどの程度活用できるのかが基準となっており、これからの変化の

激しい社会で生き抜いていく子ども達にとって必要な力として考えている。こうしたこと

からも、「読む力」を「一人で内容を把握する力」として長い間捉えてきた今までの狭い視

点から、もっと子どもの実生活に即した「読む力」へと捉え直す必要があるのではないだ

ろうか。そこで、本稿における「読む力」とは、単に文章の理解といった内容把握を超え、

他者との対話と協働学習を通じて自己の課題を解決したり、実生活に生かすための力とし

て「読む力」を定義する。 

 さらに以上のことを踏まえて、実際に「読む力」を育むためには、認知的負担を小さく

する活動の視点と、その一方で、自らが認知的負担のある「読み」の学習の負担を小さく

するストラテジーの視点が重要であると考えるに至った。そして、その二つの視点を満た

す活動として本研究を試みている。 

 

第３章 「イメージ化」を取り入れたピア・リーディングの試み 

前章まで検討してきた結果、「認知的負担」の視点と「ストラテジー」の視点が、「定住

型児童」の支援には重要なのではないかと判断した。こうした視点に立って、子ども達の支

援を行う場合、その二つの視点の前提として、発達の分野から出された、子どもの興味付け、

多様な読み物にふれる、既有知識と結びつける、図や絵を活かして読む、教師の理解を促す

手立てをとる等を踏まえた上で、支援の方法を検討していかなければないと考えた。今回、

筆者は、このような点をすべて含んだ支援の方法として、「カット・イメージ読解法」とピ

ア･リーディングの方法が、有効なのではないかと考えた。しかし、どちらも大学生や留学

生を対象としている活動のため、今回、筆者が二つの方法を活かしつつ、発達の視点も取り

入れることにより、現在支援を行っている小学校 2 年生から 3 年生の「定住型児童」にあっ
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た活動を考案した。 

以上の理由から、まずここでは、「イメージ化」を取り入れた先行研究を概観し、次に、

「カット･イメージ読解法」とピア･リーディングの先行研究を概観した。さらに、筆者が考

えた「読む力」を育むための活動である、「『イメージ化』を取り入れたピア･リーディン

グ」について検討し、提案を行った。 

 

第４章 実践研究：「イメージ化」を取り入れたピア・リーディングの実践 

 ここでは、まず、実践の概要を述べ、次に実践の内容を紹介し、その分析を行った。 

  【実践の概要】 

対象児童：現在、日本語支援を行っているＡ小学校の 3 学年「定住型児童」6 名 

※使用言語は主に日本語。対象児童は、取り出しでグループ学習を行っており、

在籍学級への移行期の児童である。 

日本語能力：『ＪＳＬバンドスケール』に基づいて測定を行った結果(2005.2) 

児童 聞く 話す 読む 書く 来日時期 家庭使用言語 

O ４ ４ ３  ３ 日本生まれ 中国語（台湾）・日本語 

Y ５ ５ ５  ５ 日本生まれ 中国語（台湾）・日本語 

R ４～５ ４ ４ ４ 小学校入学半年前 タガログ語・日本語 

H ５ ５ ５ ４ 日本生まれ タガログ語・日本語 

K ５ ５ ５ ５～６ 日本生まれ タガログ語・日本語 

N ５ ５ ５ ５ 日本生まれ タイ語・日本語 

            表１ 対象児童の日本語能力 

実践方法：①絵本の読み聞かせ（2005 年２月～３月 週 1 回 1 時間 計４回） 

      ②文章から絵や図をイメージして読む活動（2005 年３月～１０月 週１回

１時間 計１２回） 

・絵本、写真を多く含む説明文、折り紙やぬり絵の本を利用して、文章のみの本を作成。

児童は１人または２人で文章を読み、文章からイメージした絵を選択し本に貼る活動。 

・「読み」の過程や読後に、その絵を選んだ理由を話し合ったり、実際に自分達で作った解

説書をもとに折り紙を折ったりしながら、自分のイメージを修正したり膨らませたりす

ることにより、「読み」を意識化する活動。 

今回ここでは、多様な実践の中から、次の実践を紹介し分析を行っている。 
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【今回取り扱った実践】 

① 絵本を活用したもの  

② 紙芝居を活用したもの  

③ 教科書の説明文を活用したもの 

④ 折り紙を活用したもの  

⑤ パズルを活用したもの 

【分析の観点】 

本稿では、「イメージ化」とピア･リーディングの実践を次の６つの観点で分析を行った。 

① 興味・関心を育てる 

② 既有知識と関連付ける 

③ 他者から知識や背景知識を学ぶ 

④ 他者からストラテジーを学ぶ 

⑤ 内省する力を育成する 

⑥ 他者との関わり、学びあい 

また、分析のデータは、日々のフィールドノーツ、指導時の録音データ（すべて文字

化）、指導時の録画データ（すべて文字化）、筆者と対象児童、教師との話のメモ、バン

ドスケールで把握した資料等を活用した。 

 

 筆者は、「定住型児童」の「読み」の学習に約一年間関わってきた。6 人の多様な「読み」

のつまずきをどのように把握し、伸ばしていけばいいのかを常に考えながら実践を行って

きた。そこには、認知的負担を軽減する視点と、認知的負担の多い「読み」の学習にどの

ようなストラテジーを使って子ども達自身が解決していくのか、その手立てを身につけさ

せるという視点で実践を行ってきた。 

Ｏに関しては、「イメージ化」の実践を行いながらも常に手探りであった。読み聞かせの

実践を行っているときには支援者ＫＵが、本実践を行っているときは、日本語国際学級の

先生や支援者Ａが筆者と同様に輪の中に入って、特にＯを中心に支援を行ってきた。Ｏに

関しては、筆者も実践を行いながら、個別の支援の必要性を感じていた。対話により、「イ

メージ化」を促すことがＯには特に必要であると感じたためである。そのため、6 人で行

いながら、近くにいて常に支援を行える体制をとっていた。こうした意味では、今回の「イ

メージ化」を取り入れたピア･リーディングは、一人ひとりの児童の実態に合わせて支援を
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試みることが出来たと考える。今回の筆者が上げた分析の観点も、舘岡（2005）、内田（1999b）、

秋田（1998）であげていた重要な観点であったが、その 6 つの状況が生まれていたことは

筆者の研究に意味があったと思われる。 

しかし、Ｏに関しては、今回の学習を通して、「読む」ことに対する抵抗は少なくするこ

とが出来たと考えるが、学年相応の教科書を読むことや、一冊の本をじっくり読むまでに

は至らなかったと言える。こうした、6 人の個別性に配慮した支援をさらに今後も考えて

いかなけらばならないと感じている。 

また、本実践を行う過程で、筆者が重要であると考えていたストラテジーが、場の設定

の仕方により、子ども達の協働の学びにも影響していることが確認された。さらに、その

ストラテジーを使う上での個々の学習に対するビリーフも重要な役割を果たしていること

がわかった。矢﨑（1998）が、ＪＳＬ児童の「読み」のストラテジーは、学習の全体の意

味を把握するトレーニングを行う「トップダウン型」学習と、個々のキーワードの学習を

進める「ボトムアップ型」学習の２つの学習を同時に取り入れていく「トップダウン・ボ

トムアップ融合型」の学習を行うことの必要性を提案しているが、こうした視点と協働の

学びという視点をどう結び付けていくかが今後の重要な視点であると考えている。 

 

第５章 「イメージ化」を取り入れた対話と協働学習の意義と可能性     

筆者の提案した活動には、次の１０の意義と可能性が確認された。 

① 興味・関心を育てる 

② スキーマを活性化させる 

③ 対話や外言を通して知識やストラテジーを学ぶ 

④ 個々のスキーマの変容をもたらす 

⑤ 内言と「二次的ことば」の双方向から認知的思考を育む 

⑥ 過程の可視化と達成感が得られる課題解決型学習 

⑦ 内省によるメタ認知能力を育む 

⑧ 言語感覚を育む 

⑨ 仲間意識から育まれる言語能力 

⑩ 教師や支援者が的確な支援を行える 

 

しかし一方で、課題も明らかになった。筆者の提案した活動を成立させるためには次の
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条件が重要である。第一に、協働で「読み」の学習を行う必然性が感じられる場であるこ

と。そこには明確な目標があり、それを達成させたいという意欲がもてる課題であること。

第二に、個々の言語能力差や経験差に配慮して活動を考えること。第三に、学習観、ビリ

ーフにもとづくストラテジーが、互いの学びに影響すること。第四に、子ども同士の信頼

できる人間関係がそこにあることなどである。筆者は、対話と協働学習を通して、互いの

知識やストラテジーを学び合えると考えていたが、そのためには、多くの課題があること

が明らかになった。 

 

第６章 まとめと今後の課題 

 本章では研究のまとめと本研究の問題点、今後の課題について記述した。さらに以上の

ことを踏まえ、今後の展望を述べた。                               

今回の「カット･イメージ読解法」と「ピア･リーディング」は、実際にそれぞれの提案

者が高校生や留学生と関わる中で試行錯誤をしながら生まれてきた指導法や活動である。

そのため、しっかりと地に足が着いているものと言える。今回筆者も同様に、実際の「定

住型児童」と触れ合う中で、その問題点を見つけ、どのようにすれば彼らの「読む力」を

育むことができるかと、常に考え試行錯誤をしながらたどり着いた活動である。ここでの

筆者の提案の特徴は、二人の有効な指導法や活動を取り入れつつ、発達の視点をさらに盛

り込んだことだと考える。子ども達の学習は、大人の場合と大きく異なる。そのため、発

達の視点をしっかりとおさえ、支援を試みていかなければ、児童にとって有効な学びを生

み出せないのである。こうした意味からも筆者の考えた「イメージ化」を取り入れたピア･

リーディングの提案は、問題点が可視化されない「定住型児童」の課題、さらには問題点

が可視化されない「読み」の学習の課題を取り上げ、それに発達の視点を含めた点で意味

があるものと考えている。また、今回の支援の視点は、これまでの年少者日本語教育で行

われてきた、リライトや入り込み支援等による、教科書や授業の内容を理解することを目

指した、いわゆる目先の「できる」「できない」にとらわれた支援とは大きく異なり、ＪＳ

Ｌ児童の認知的発達を促すことにより、結果として学習に関われるように支援を行ってい

くとした視点も大きな意味がある。しかし一方で、認知的発達を促す支援は、言語能力が

身についているかどうかの過程や結果が見えにくく、また、すぐには結果に表れないため、

長い期間をかけた継続した支援が必要となる。こうしたことから、教師や支援者はどうし

ても成果の表れやすい目先の成長にとらわれた支援になりやすいのである。 
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これからの年少者日本語教育は、こうした支援の特徴も把握した上で、目の前の個々の

児童にとって、どのような言語能力を身につけさせることが、彼らにとって意味のあるこ

となのかを常に問いながら、児童の実態に合わせてカリキュラムや支援を修正したり、目

指す方向を修正し、目の前の子どもとともに試行錯誤しながら取り組んでいくことが重要

なのである。 
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杉浦宏（2005）「めだか」『ひろがる言葉 小学国語 3 上』教育出版 

やざまよしこ（2005）「すみれとあり」『ひろがることば 小学国語 2 上』教育出版 

小林一夫監修（1997）『改訂新版 かならず折れるおりがみ①』ひかりのくに 

エリック・カール（1992）『ごちゃまぜカメレオン』偕成社 

エリック・カール（1991）『ぬりえ絵本 ごちゃまぜカメレオン』偕成社 

 

  


